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○
原
子
力
基
本
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
八
十
六
号
）
（
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
（
以
下
「
原
子

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
原
子
力
の
研
究
、
開
発
及
び
利
用
（
以
下
「
原
子

力
利
用
」
と
い
う
。
）
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
将
来
に
お
け
る
エ

力
利
用
」
と
い
う
。
）
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
将
来
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
確
保
し
、
並
び
に
学
術
の
進
歩
、
産
業
の
振
興
及
び
地

ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
確
保
し
、
学
術
の
進
歩
と
産
業
の
振
興
と
を
図
り
、
も

球
温
暖
化
の
防
止
を
図
り
、
も
つ
て
人
類
社
会
の
福
祉
と
国
民
生
活
の
水

つ
て
人
類
社
会
の
福
祉
と
国
民
生
活
の
水
準
向
上
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を

準
向
上
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

目
的
と
す
る
。

（
基
本
方
針
）

（
基
本
方
針
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
利
用
は
、
国
及
び
原
子
力
事
業
者
（
原

（
新
設
）

子
力
発
電
に
関
す
る
事
業
を
行
う
者
を
い
う
。
第
二
条
の
三
及
び
第
二
条

の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
安
全
神
話
に
陥
り
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十

一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
東
京
電
力
株
式
会
社

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
こ

と
を
真
摯
に
反
省
し
た
上
で
、
原
子
力
事
故
（
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規

定
す
る
原
子
炉
の
運
転
等
に
起
因
す
る
事
故
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

発
生
を
常
に
想
定
し
、
そ
の
防
止
に
最
善
か
つ
最
大
の
努
力
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
に
立
つ
て
、
こ
れ
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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（
国
の
責
務
）

第
二
条
の
二

国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
利
用
に
当
た
つ
て
は

（
新
設
）

、
原
子
力
発
電
を
電
源
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る

電
気
の
安
定
供
給
の
確
保
、
我
が
国
に
お
け
る
脱
炭
素
社
会
（
地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条

の
二
に
規
定
す
る
脱
炭
素
社
会
を
い
う
。
第
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
の
実
現
に
向
け
た
発
電
事
業
に
お
け
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
事
業
者
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
環
境
適
合
利
用

及
び
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
原
料
の
有
効
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平

成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
二
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
非
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
を
い
う
。
第
十
六
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
利

用
の
促
進
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
に
係
る
自
律
性
の
向
上
に
資
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
を
有
す
る
。

２

国
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
利
用
に
当
た
つ
て
は
、
原
子
力

施
設
（
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
。
次
条
第
四
号
及
び
第
二
条
の
四

第
一
項
に
お
い
て
「
原
子
炉
等
規
制
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
項
に

規
定
す
る
原
子
力
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
安
全
性
の
向
上
に
不

断
に
取
り
組
む
こ
と
等
に
よ
り
そ
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
、
原
子
力
事
故
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
し
万
全
の
措
置
を
講
じ
つ

つ
、
原
子
力
施
設
が
立
地
す
る
地
域
の
住
民
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
原

子
力
発
電
に
対
す
る
信
頼
を
確
保
し
、
そ
の
理
解
を
得
る
た
め
に
必
要
な

取
組
及
び
地
域
振
興
そ
の
他
の
原
子
力
施
設
が
立
地
す
る
地
域
の
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
責
務
を
有
す
る
。
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（
原
子
力
利
用
に
関
す
る
基
本
的
施
策
）

第
二
条
の
三

国
は
、
原
子
力
発
電
を
適
切
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

（
新
設
）

う
、
原
子
力
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
次
に

掲
げ
る
施
策
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

一

原
子
力
発
電
に
係
る
高
度
な
技
術
の
維
持
及
び
開
発
を
促
進
し
、
こ

れ
ら
を
行
う
人
材
の
育
成
及
び
確
保
を
図
り
、
並
び
に
当
該
技
術
の
維

持
及
び
開
発
の
た
め
に
必
要
な
産
業
基
盤
を
維
持
し
、
及
び
強
化
す
る

た
め
の
施
策

二

原
子
力
に
関
す
る
研
究
及
び
開
発
に
取
り
組
む
事
業
者
、
国
立
研
究

開
発
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
そ
の
他
の
関
係
者
の
相
互
の
連

携
並
び
に
当
該
研
究
及
び
開
発
に
関
す
る
国
際
的
な
連
携
を
強
化
す
る

た
め
の
施
策
そ
の
他
の
当
該
研
究
及
び
開
発
の
推
進
並
び
に
こ
れ
ら
の

成
果
の
円
滑
な
実
用
化
を
図
る
た
め
の
施
策

三

電
気
事
業
に
係
る
制
度
の
抜
本
的
な
改
革
が
実
施
さ
れ
た
状
況
に
お

い
て
も
、
原
子
力
事
業
者
が
原
子
力
施
設
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
必
要
な
投
資
を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
安
定
的
に
そ
の
事
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
事
業
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
施
策

四

原
子
力
発
電
に
お
け
る
使
用
済
燃
料
の
再
処
理
等
の
実
施
及
び
廃
炉

の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第

四
項
に
規
定
す
る
再
処
理
等
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
使
用
済
燃
料

に
係
る
そ
の
貯
蔵
能
力
の
増
加
そ
の
他
の
対
策
及
び
原
子
炉
等
規
制
法

第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
止
措
置
の
円
滑
か

つ
着
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
関
係
地
方
公
共
団
体
と
の
調
整
そ
の
他

の
必
要
な
施
策

五

最
終
処
分
（
特
定
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
に
関
す
る
法
律
（
平

成
十
二
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
最
終
処
分
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を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を

促
進
す
る
た
め
の
施
策
、
最
終
処
分
の
計
画
的
な
実
施
に
向
け
た
地
方

公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
す
る
主
体
的
な
働
き
掛
け
、
同
法
第

六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
献
調
査
対
象
地
区
又
は
同
法
第
三
条
第
二

項
第
二
号
に
規
定
す
る
概
要
調
査
地
区
等
を
そ
の
区
域
に
含
む
地
方
公

共
団
体
、
最
終
処
分
に
理
解
と
関
心
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
そ
の
他

の
関
係
者
に
対
す
る
関
係
府
省
の
連
携
に
よ
る
支
援
、
最
終
処
分
に
関

す
る
研
究
開
発
の
推
進
を
図
る
た
め
の
国
際
的
な
連
携
並
び
に
原
子
力

発
電
環
境
整
備
機
構
及
び
原
子
力
事
業
者
と
の
連
携
の
強
化
そ
の
他
の

最
終
処
分
の
円
滑
か
つ
着
実
な
実
施
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策

（
原
子
力
事
業
者
の
責
務
）

第
二
条
の
四

原
子
力
事
業
者
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
原
子
力
利
用
に

（
新
設
）

当
た
つ
て
は
、
原
子
力
事
故
の
発
生
の
防
止
及
び
原
子
炉
等
規
制
法
第
二

条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
定
核
燃
料
物
質
の
防
護
の
た
め
に
必
要
な
措
置

を
講
じ
、
並
び
に
そ
の
内
容
を
不
断
に
見
直
し
、
そ
の
他
原
子
力
施
設
の

安
全
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
態
勢
を
充
実
強
化
し
、
並
び
に
関
係
地
方

公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
原
子
力
事
故
に
対
処
す

る
た
め
の
防
災
の
態
勢
を
充
実
強
化
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

責
務
を
有
す
る
。

２

原
子
力
事
業
者
は
、
原
子
力
施
設
が
立
地
す
る
地
域
の
原
子
力
発
電
に

対
す
る
信
頼
を
確
保
し
、
そ
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
そ
の
事
業
の
円
滑
な

実
施
を
図
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
取
組
を
推
進
し
な
が
ら
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
が
実
施
す
る
地
域
振

興
そ
の
他
の
原
子
力
施
設
が
立
地
す
る
地
域
の
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

組
に
協
力
す
る
責
務
を
有
す
る
。
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第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

第
一
章
の
三

原
子
力
防
災
会
議

第
一
章
の
三

原
子
力
防
災
会
議

第
三
条
の
三

（
略
）

第
三
条
の
三

（
略
）

（
所
掌
事
務
）

（
所
掌
事
務
）

第
三
条
の
四

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

第
三
条
の
四

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一

原
子
力
災
害
対
策
指
針
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十

一

原
子
力
災
害
対
策
指
針
（
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力

一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
）
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
原
子
力

災
害
対
策
指
針
を
い
う
。
）
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
の
推
進
そ
の
他
の

災
害
対
策
指
針
を
い
う
。
）
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
の
推
進
そ
の
他
の

原
子
力
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
た
政
府
の
総
合
的
な
取
組
を
確

原
子
力
事
故
（
原
子
炉
の
運
転
等
（
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法

保
す
る
た
め
の
施
策
の
実
施
の
推
進

律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
原
子
炉
の
運
転
等
を
い
う
。
）
に
起
因
す
る
事
故
を
い
う
。
次
号
に

お
い
て
同
じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
た
政
府
の
総
合
的
な
取
組

を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
の
実
施
の
推
進

二

（
略
）

二

（
略
）

第
三
条
の
五
～
第
三
条
の
七

（
略
）

第
三
条
の
五
～
第
三
条
の
七

（
略
）

第
六
章

原
子
炉
の
管
理

第
六
章

原
子
炉
の
管
理

第
十
四
条
～
第
十
六
条

（
略
）

第
十
四
条
～
第
十
六
条

（
略
）

第
十
六
条
の
二

原
子
力
発
電
の
用
に
供
す
る
原
子
炉
を
運
転
す
る
者
は
、

（
新
設
）
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別
に
法
律
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
政
府
の
行
う
運
転
期
間
に
係
る
規
制

に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
運
転
期
間
に
係
る
規
制
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
発
電
事
業
に
お
け
る
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
利
用
の

促
進
を
図
り
つ
つ
、
電
気
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
の
原
子
力
の
安
定
的
な
利
用
を
図
る
観
点
か
ら
措
置
す
る
も
の
と

す
る
。


